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:  は  し め に

イネカラバエ (イ ネキモグリバエ :aあropS Ory2αθ
Matsumura)は ,日 b鬱女■ 2回発生し,第 1世代が水稲
を加告する。本虫の生態や被害に関する研究は数多く1,2),

減収尺度や耐虫性に関する知見も多い。しかしながら,い

ずれの場合も現在普及している品種や栽培法のもとでの報

告は少ない。そこで,,昭和60年から62年までの 3か年 ,
ポット試験及び圃場試験により,品種別抵抗性 (耐虫性 )

と,収量への影響について検討した結果について報告する。

2試 験 方 法

に)品種間抵抗性
1)ポ ット試験
1/5,Ol10 aあ るいは 1/2,000′ ポットを用い, 1ボ ット

当たり2～ 4株値えとし,イ ネカラバエのふ化幼虫を6月

下旬～ 7月 中旬に,湯嶋 富沢つの方法により接種した。
接種は主茎に行い,接種茎の被害状況を調査した (昭 60,

62)。

2)圃場試験
イネカラバエ多発の圃場 (盛岡市 )で , 1品種 1～ 3″

とし,自然発生条件下における産卵茎率を被害茎 穂率を
調査した (昭 60,62)。

9)収量への影響調査
1, 減収実態調査 (圃場試験 )

上記多発圃場で, 6品種を供試しジメトエート粒剤処理

による完全防除区と無防除区について,水稲の生育,収量

を調査した (昭61)。

2)ポ ット試験
1/2,000″ ポットに, 3株植えとし, 7月 中旬にふ化幼

虫を,接種茎率 0%,20%,33%,67%の 密度で接種し,
被害茎の発生状況と,収量構成要素を調査した (昭62)。

3 試験結果及び考察

C)品種間抵抗性
昭和ω年のポット試験の結果は表 1に示した。この結果 ,

表l イネカラバエお、化幼虫接種による被害発生状況 (昭 60,ポ ット)

品 種 名
時
数
＞

種

枚

接
葉
＜

終
数
＞
葉
枚

最
出
＜

出穂期

(月 日)

時
前
数

種
穂
接
出
日

種
数
＞本

接
茎
＜

被 害 発 生 状 況 傷 葉→
(無効茎a十
傷穂 b)率

傷葉抽 無効茎  傷穂抽  a tt b
出茎数 化茎数a 出茎数b 茎 数

ハ ヤ ニ シキ

フ ジ ミノ リ

ア キ ヒカ リ
アキ ユ タカ

たかねみのり
ササ ミノ リ

キ ヨニ シキ

トヨニ シキ
コガネヒカリ

ササ ニ シキ

79
75
80
77
77
79
84
81
81
80

110
108
112
120
107
114
121
12 1

H0
119

88
811
810
8 15

8 12

8 15

8 16

819
817
8 18

-33
-36
-35
-40
-37
-40
-41
-44
-42
-43

667
40 0

73 3

'4 143 8

47 1

813
412
385
533

被害の発生経過は,①傷葉抽出～傷穂抽出,②傷葉抽出～

無傷穂抽出,③傷葉抽出～夭折 (無効茎化 )の ,3タ イプが

観察された。いずれの症状についても,湖山 平尾 2)の観
察結果と一致したが,本試験では,幼虫が食入した主繹が

無効茎化する割合が著しく高い品種が認められた (ササニ

シキ, トヨニシキ )。

無効茎化茎の多発原因としては,幼虫接種時出穂前日数

と無効茎化率の間に高い正碗 関関係が認めらオブこことから,

水稲生育ステージが若い時期に幼虫が食入した場合,無効

茎化する割合が高まるものと推察された。しかし,ア キユ

タカは,こ の反応が鈍いようで,品種間の差異があるもの

と推察した (筆者未発表 )。

このため,傷穂/接種茎率,あ るいは,傷穂/傷葉率で

は,品種別の被害程度を十分表現できないと考えられたた

め,(無効茎化茎数十傷穂数 )/傷葉抽出茎数率を求め ,
耐虫性判定の基準を 強 :30%未満,中 :30%～ 70%未満 ,

弱 :70%以上として判定した。その結果,アキヒカリ,ア

キユタカ,キ ヨニシキの 3品種が弱と判定され,他の 7品
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種は中と半1定 された。

このような傾向は,昭和62年のポット試験,昭和61,62

年の圃場試験においても同様であった。圃場試験では,イ

ネカラバエの産卵期間が長期間にわたるため,産卵茎数 ,

産卵時期,ふ化幼虫食入時期を正確に調査することが困難

である。このため,耐虫性の判定は,産卵調査期間中の最

多産卵数に対する被害穂率 (昭 61),成熟期の総穂数に対
する被害穂率 (昭62)を用い,ア キヒカリとアキユタカの

被害程度を「弱」として,相対的な耐虫性を判定した。

表 2 水稲主要品種のイネカラバエ抵抗性

注 *:キ I定欄の?()は今後更に要検.‐

以上の結果を整理すると表 2の とおりである。すなわち

アキヒカリ,アキユタカ,キ ヨニシキの3品種は「弱」,たかね

みのり,ササニシキ,ト ヨニシキは「強」と考えられた。

しかし,前述したようにイネカラバエによる被害は,そ
の食入時期や,水稲の栄養条件1)によって変化するので,
地域や栽培法によっても被害が増大する場合もあるものと

考えられた。

12)収量への影響と要防除水準

昭和61年の圃場での調査結果は,産卵時期の産卵茎率が
10～ 20%と 多発生であったにもかかわらず,無防除区と防
除区の間で収量には差異が認められなかった。この原因は,

水稲生育量の区間差が,被害豊より大きいためと考えられ
た。この結果を受けて,昭和62年にはポット試験を実施し,

=,化
幼虫の接種密度を変えて,収量構成要素への影響を調

査した。

ポット試験に供試した 3品種 (ア キヒカリ,アキユタカ ,
たかねみのり)の うち,たかねみのりについては,幼虫接
種が失敗したため,成績検討から除外した。
アキヒカリとアキユタカは,接種密度に応して,穂数 ,
有効茎歩合,籾重,玄米重,籾数,登熟歩合等力減少 し,
逆に,わら重が増加する傾向が見られ,全重の変動が少な
かった。なお,玄米千粒重には変化が見られず,品質の低

下も認められなかった。

以上の結果,カ ラバエの接種密度と被害穂率,着粒数 ,
玄米重などの間には負の相関関係が認められた。被害穂率

に 'I 蒸 ■

図2 イネカラ′‐要防除水準
の推定

と玄米減収率の関係を示すと図 1の とおりで,ア キヒカリ

よリアキユタカの減襲程度が大きい結果が得られた。 2品

種こみでの減収尺度は,減収率Y,被害穂率Xで ,Y―
130+079Xの 回帰式で求められた。

次に,陽除適期における要防除水準について考察すると,

幼虫接種茎率を,産卵茎率と読みかえた場合 ,図 2のよう

になる。

前にも述べたように,イ ネカラバエの産卵期間は長期間

にわたるため,この回帰式を無条件で適用するのは難しい

が,5%減収時を前提とした要防除水準は,産卵茎率でお
およそ11%と 考えられた。

4 ま  と  め

水稲16品種について,イ ネカラバエ抵抗性を検討した。

その結果,アキヒカリ,アキユタカ,キ ョニシキは耐虫性

「弱J,た かねみのりは「強」と判定された。
水稲収量への影響を検討したところ,本虫の加害により,
着粒数の減少と登熟歩合の低 ドが顕著であった。ポット試

験により求められた減収尺度は,減収率Y,被害穂率Xで ,

Y-1_30+07'Xの 回帰式で示された。本実験の幼虫接種
茎率を圃場における産卵茎率に読みかえることにより,水
Fu収量が 5%減収する要防除水準は,産卵茎率で約H%と
考えられた。
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